
幹　　事　　校：大阪府立大学

参　加　条　件：南大阪地域大学コンソーシアム単位互換制度参加大学の学生
（大阪大谷大学、大阪芸術大学、大阪府立大学、近畿大学生物理工学部、高野山大学、清風情報工科学院、帝塚山学院大学、羽衣国際大学、
桃山学院教育大学、桃山学院大学、和歌山大学）

センター科目名：「キャリアと実践」　2単位

期　　　　　間：〈集中講座〉 2021年 12 月 4 日（土）・12月 5日（日）・11日（土）各日9:00～17:45

場　　　　　所：  大阪府立大学（中百舌鳥キャンパス）

締　　切　　日：2021年 11 月５日（金）

申 込 み 方 法  ：所属大学の教務課（学務課）の窓口担当者にお申込み下さい。

参　　加　　費：無料

2021年度　単位互換
センター科目

南大阪地域大学コンソーシアム
PPIIPPII
パワーアップ
プラクティス講座 II

3 日間集中講座

SDGsを通して考えよう－物の見方を変えるには？－

受講定員
 25名

参加者募
集中！

※申込締
切後に、　

選考を行
います。

社会人にとって
必要な「物の見方」とは？
新たな変革が強く求められる現在、世界の見方を変え
ることで新たな価値を創造することが求められていま
す。そうした中でSDGsへの取組が広がっています。
SDGsの17の目標を切り口にものの見方を変えること
で、未来をつくるヒントを見つけませんか？地域企業
と連携し、「物の見方」が企業活動にどのように活か
されているかを学びながら、実際に社会への活かし方
について具体的に考えていきます。

この講座は南大阪地域大学コ
ンソーシアムの単位互換制度
の「センター科目」です。
評価に応じて、所属大学で単
位が認定されます。物の見方を変えることで、未来をつくる

物物の見方を変えることの見方を変えることで 未 るヒントを見つけませんか！！

＊講座の詳しいお問い合わせは、特定非営利活動法人南大阪地域大学コンソーシアム事務局へ　
〒591-8025　大阪府堺市北区長曽根町 130－42 さかい新事業創造センター１F

　TEL 072-258-7646　FAX 072-258-7641　URL www.osaka-unicon.org

講　座　協　力：近畿経済産業局、地域企業（マツダ紙工業株式会社、株式会社大同工業所）



3 日間集中講座

SDGsを通して考えよう－物の見方を変えるには？－

2日目　12/5（日） 3日目　12/1 1（土）1日目　12/4（土）

指導教員
山東　功（大阪府立大学　学長補佐・高等教育推進部門　教授）

永岡　俊哉（羽衣国際大学　現代社会学部　准教授）
小谷　卓也（大阪大谷大学　教育学部　教授）

木村　亮介（和歌山大学　キャリアセンター　講師）
宮津　和弘（桃山学院大学　経営学部　准教授）

※プログラムは予定です。変更となる場合があります。

講座プログラム

2021年度　
単位互換

センター科
目

協力企業
1958年創業以来、段ボールケースの製造
・販売だけではなく、エコなオリジナル
段ボール製品の販売も行っている。

マツダ紙工株式会社

北澤　賢祐（清風情報工科学院　グローバルIT学科）

株式会社大同工業所 シビアな温度管理を要する血液保存、防
爆技術による危険物保存。社会の安心を
支えるニッチな冷蔵庫屋です。

(12:30-12:55)

講義①

・SDGsって何？
SDGsについて知る

「SDGs」について

課題学習１

受付開始、出欠確認

講義②

・企画書を作るときに必要な要素とポイントを
理解する

課題解決策を提案するということ～企画を
考えるポイントを知ろう！

昼食休憩

講義③

・社会で活かすとどうなる？
・SDGsの目標を社会で活かすとどうなる？

物の見方が変わることでどんな変化が？

開講挨拶

ガイダンス

SDGsを通して見える世界とこれまで自分の
見ていた世界との見え方の違いを考える

・SDGs17目標から興味ある１つを選ぶ
・SDGsを通して見ることでこれまでの自分の
　物の見方を知る

ミニ講義②

情報収集＆発信する際の注意ポイント

講義④

伝える力～人に伝えるためには～

人に伝えるために活舌をよくする

ミニ講義① 「物の見方」について

・物の見方について
物の見方によって生まれる世界を理解する

課題学習2

企画を考えるために切り口と解決策を考える

課題学習3

情報収集と発信する際の注意点を考える

課題学習3

物の見方が変わることで起こる変化をまとめ
てみよう

ミニ講義③

企画のポイントを整理する

課題学習3

企画書をブラッシュアップ（1）

企業ミッションの整理とディスカッション
・企業からのミッションを整理する
・解決へのアプローチについて、SDGs17目標
　のどこに注目する？
物の見方を考えることで解決策への方向性が
違ってくることに気づく

演習２ 

プレゼンテーション＆グループづくり
・自己紹介と課題学習１の発表
・グループづくり
SDGsを活かした企業活動事例紹介
・近畿経済産業局

演習１

企業からのミッション

・マツダ紙工株式会社

・株式会社大同工業所

企業からのミッションを理解する

ミッション 中間プレゼンテーション

演習４

企業からの指摘事項を検討する
・企業の指摘事項について再検討する
・選んだSDGsの目標について解決策との
　関係を深堀する（調べる）
指摘された点を提案内容に反映するための
方策を考えることができる

・企業に提案内容を中間プレゼンテーション
・企業からプレゼン内容について質疑

提案内容を相手に伝えることができる
相手の質問内容を理解し、回答できる

まとめ・講評

振り返り
閉講のあいさつ
レポート作成・提出についての説明

最終プレゼンテーション

物の見方を変えて企画を提案してみよう！

講評

企業からの評価

企業から提示されたミッションについて、
今あるものを、物の見方を変えることで新
しい商品やサービスについて企業に提案する

企業への提案（中間プレゼン）の内容を
検討・整理
・提案のテーマ、切り口（SDGsの目標）を
決める
・提案内容について概要を整理する

演習３

(12:30-12:55) (12:30-12:55)

演習５ 

企画書をブラッシュアップ（２）

動画

課題

動画

動画

動画

動画

動画

動画

課題

課題

課題

課題

午前：オンデマンド
午後：対面


